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〔実践報告〕
平成18年度千葉大学公開講座
「看護におけるキャリア開発の方向と成果」
正木治恵1 員嶋朋子2 吉本照子3 阿部恭子4
北池 正5 田中裕二5 野本百合子5 大月恵理子5 
Chiba University Open Lecture “The course and outcome of career development in nursing" 
Harue MASAKI1，Tomoko MIJIMA2，Teruko YOSHIMOT03，Kyoko ABE4 

Tadashi KITAIKE5，Yuji TANAKA5，Yuriko NOMOT05，Eliko OTSUKP 

公開講座の主旨
近年，医療の高度化や高齢化，生活様式の変化
などに伴い，健康上の問題を抱えながら社会生活
を送る人々が増加している.このような社会情勢
の中，看護職者は専門職として質の高い看護を提
供できる実践能力を備えることを求められている.
その現われとして看護基礎教育が急速に大学化を
遂げると共に，既に臨床の場で活躍している看護
職者が質の高い看護実践能力を獲得するための研
修に公的支援が投入されるなど，様々なキャリア
開発の方向性が模索されている.
千葉大学看護学部は，創立後30年の歴史を持ち，
多くの看護職者に多様なキャリア開発の機会を提
供してきた.そこで，今年度の公開講座は，新人
の時期を過ぎ，将来の方向性を見出せないでいる
看護職者や部下・後輩にキャリア開発の機会を提
供したいと考えている看護管理者の方々と共に，
これまで看護学部が提供してきた看護継続教育・
卒後教育とその成果を基盤とし，看護職者のキャ
リア開発の方向性について考えてみた. 
1千葉大学看護学部老人看護学教育研究分野 
2千葉大学看護学部成人看護学教育研究分野 
3千葉大学大学院看護学研究科地域高齢者看護シス
テム管理学領域 
4千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター
認定看護教育課程 
5講座企画・運営:千葉大学看護学部広報渉外委員 
A、 
~ 
また，この公開講座は看護職への学習の機会の
提供として，千葉県看護協会および千葉県の後援
を受けて実施した.
公開講座の実施
本公開講座は，平成18年10月21日(土)，千葉
大学亥鼻キャンパスの看護学部講義・実習室で
行った.
また，広報活動として，千葉県内および近隣都
県の医療施設210箇所へのパンフレットの送付，
看護系研修会での配布，看護系雑誌等への案内の
掲載を行った. 8月 1日(火)より 100名の定員
で募集し， 76名の募集があった.受講料納入者は 
68名で，当日は64名の看護職者が参加した.
当日は，昨年と同様に講義概要をまとめた冊子
と公開講座評価のためのアンケート用紙を受講者
に配布した.質疑応答は，各講義ごとに講義終了
後約10分間の時間を設けて行った.
各講義のテーマは下記のとおりである. 
1Department of Gerontological Nursing，School of 
Nursing，Chiba University 
2Department of Adult Nursing，School of Nursing， 
Chiba University 
3	Geriatric Community Care Systems Management， 
Nursing Systems Management， Graduate School 
of Nursing，Chiba University 
4 	Center for Education and Research in Nursing 
Practice，School of Nursing，Chiba University 
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多様化するキャリア開発のニーズとその実現に向けた方向 正木治恵
成人看護学領域における専門看護師教育の課題と展望 員嶋朋子
地域高齢者ケアのシステム化を担う看護管理者の力量形成と成果 吉本照子
臨床実践のキャリア開発-乳がん看護認定看護師の役割- 阿部恭子
各講義内容の概要
多様化するキャリア開発のニーズとその実現に向
けた方向
正木治恵(看護学部 老人看護学教育研究分野)
看護職の専門職化に伴い，自己の実践を磨きた
い，管理能力を養いたい，スペシャリストの資格
を得たいなど，看護職のキャリア・ニーズは多様
化している.千葉大学看護学部附属看護実践研究
指導センターでの継続教育実績や文献を紹介しな
がら，多様化する看護職のキャリア開発の今後の
課題について考察する. 
1.専門職業人としてのキャリア形成
日本の看護界におけるキャリア概念の普及は， 
1977年のILOの勧告が契機と言われているように
歴史はまだ浅い.一般的に女性の職業キャリアは，
結婚・出産・育児等のライフイベントの影響を強
く受け， 20歳代後半から30歳代にかけて結婚や出
産で退職する人たちが多くなるが，看護職におい
ても同様である.看護職の多くが女性であること
を考慮すると，このような女性のライフサイクル
と仕事のサイクルとをどのように融合させるかに
ついて看護職独自のキャリア開発策が講じられて
いく必要があろう.
キャリア開発は組織と個人の双方に課題をもつ
ものであるが，キャリアをその個人特有の生涯に
わたる連続したプロセスであると捉えると，看護
職のキャリア開発には，キャリアの主体はあくま
で個人であり，キャリア開発計画の責任者は個人
にあることを自覚することが前提となり，その基
盤づくりが求められる.
キャリアを専門職としての体系的な次へのス
テップとして捉えると，看護職に関しては，基礎
教育を終えた後の定型的なステップが明確でない.
近年，看護管理者になるという路以外に認定看護
師や専門看護師というスペシャリストの路も開か
れてきたが，その路をたどる看護職はごくわずか
であることを考えると，看護職のキャリア開発の
あり方についても議論を要する. 
2.生涯学習を通じた看護職のキャリア開発
看護職は，看護基礎教育を基盤とし，生涯学習
を通じて専門職として成長していく.キャリアの
選択と決定に自己責任を持つ自律した看護職にな
るためには，自らのキャリアをどのように開発し
ていくかについて，基礎教育段階からその基盤が
作られる必要がある.また，卒業後の継続学習機
会として，実践者としての看護実践体験の蓄積と
ともに様々な研修・講習会や，大学・大学院での
学習の路も聞かれている.本学でも継続教育とし
て，看護学教育指導者研修や国公私立大学病院看
護管理者講習会等を長年実施している.それらの
研修会を通して参加者は，専門的・理論的な知識
の学習と共に，日頃の実践活動を振り返ることに
より，体験や経験を意味づけ，自己の課題を明確
にすることができている.生涯学習を意思ある学
びとするためにポートフォリオ等の活用も参考に
なる.
以上より，看護職が専門職たるために，今後看
護職独自のキャリア開発のあり方を創造していく
ことが期待される.
参考文献
・井部俊子/中西睦子監修，手島恵編集:看護管
理学習テキスト第 4巻，看護における人的資源
活用論，日本看護協会出版会， 2004. 
成人看護学領域における専門看護師教育の課題と
展望
虞嶋朋子(看護学部 成人看護学教育研究分野) 
2001年，千葉大学大学院看護学研究科では，
「がん看護」領域において専門看護師教育機関と
しての認定を受け，現在，専門看護師の資格を目
指した大学院入学者が増えてきている.また，専
門看護師の認定者も増えつつあり，医療機関にお
ける重要な役割を担っているが課題も存在する.
講演では，米国における専門看護師誕生の経緯
を述べ，その背景として看護における専門分化の
考え方があり，これが現在の専門看護師教育と関
連があることを示した.すなわち， I看護の専門
分化とは看護のある特定の局面における知識およ
び技術のレベルを意味し，それは基礎的な看護教
育によって修得される以上のものである(国際看
護師協会1987)Jなどの定義があり，このことか
ら，専門看護師教育の領域は医学の専門分化の領
域とは異なること，教育は大学院レベルで行われ 
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るべきであることを示した.
次に1992年に日本看護系大学協議会により提示
された大学院教育によって行われる専門看護師の
カリキュラムについて説明し 専門看護師教育の
目的は，専門看護師のみがキャリアを発展させる
のではなく，看護全体の質を高めことという点で
意義があることを確認した.
また，千葉大学大学院看護学研究科がん専門看
護師カリキュラムについて解説し，以下のような
本大学院修了者の活動内容を紹介した. 
1)大学病院の緩和医療チームのCNS:緩和病棟
の患者の問題解決，新人看護師への教育，他
の病棟看護師からの相談への助言 
2)がん専門病院のCNS:緩和ケアチームに入り，
病院全体の緩和的治療を必要とする患者の看
護に関する相談への助言と他部門との調整な
ど
最後に，講演者が行った「看護系大学院修了者
の課題，期待する支援の調査」の結果から，大学
院修了者には， 1)就業後，新しい環境に慣れて
いないことから生じる看護実践能力不足の実感， 
2 )就業機関の支援不足， 3)組織体制の課題の
あることを示し，今後，支援プログラムとして， 
1)コンサルテーション実践力向上への支援， 2) 
組織内における自己の立場を明確に表明するため
の能力向上支援， 3)大学院修了者同士の相互サ
ポートのシステム作りの支援が重要であることを
示した.
以上より，今後の検討課題として，大学院入学
希望者に対する専門看護師に関する情報提供，教
育機関における大学院教育プログラムの更なる充
実，大学院修了後のプログラム開発，医療機関に
おける専門看護師活用システム開発を提示した.
地域高齢者ケアのシステム化を担う看護管理者の
力量形成と成果
吉本照子(大学院看護学研究科 地域高齢者看護
システム管理学領域)
看護学研究科看護システム管理学専攻は，園内
初の現職看護管理者を対象とした修士課程(3年)
として， 2002年に新設された.看護管理者のキャ
リア形成支援として，その責任と実践を活かしな
がら，看護を通した新たな社会的価値を生むため
の高度な問題解決能力の開発をめざしている. 3 
年間の教育課程では，必修・選択科目を通して，
保健医療福祉の変化を備隊して変革的に行動する
ための課題設定と解決方法の基盤拡充に向けて，
知識・技術を習得し， 2年次に課題解決の計画立
案を行う.続いて 3年次に課題研究として計画を
実施し，そのプロセスと成果を報告し，第三者へ
の成果説明等も含めて評価を行う.修了者18名及
び在籍者25名 (2006年 4月)の年齢構成をみると 
75%が40歳代であり，公的・私的な生活調整も必
要である.こうした学習者の特性に即した教育の
取り組みをもとに， 2006年度の特色ある大学教育
支援プログラムとして採択された.
現在，病院看護システム管理学と地域高齢者看
護システム管理学(地域看護システム)の 2領域
があるが，今回は地域看護システムについて紹介
した.地域看護システムの修了者及び在籍者は，
行政，介護老人保健施設，病院・診療所等の看護
管理者であり，地域における多様なケアニーズを
効果的・効率的に充足するために，各々の所属す
る組織が地域のケア資源として役割・機能を発揮
し，他のケア資源と効果的・効率的な連携を行う
ように看護を管理することが求められている.し
かし，地域高齢者ケアに関する状況の把握や問題
認識の共有をはじめ課題は多く，課題解決のため
の報告はまだ少ない.こうした中で，地域看護シ
ステムでは，地域高齢者ケアのシステム化，人
材・ケア技術・ケアサービス等のケア資源，立場
が異なる看護職者，他の職種及び組織とのパート
ナーシップ等に関し，諸概念及び理論の理解，開
発及び評価方法の習得を支援している.
修士研究のテーマは 高齢者が自己の健康状態
を理解し生活の場を決定するための支援，検診を
もとに包括的な健康支援を行うしくみづくり，訪
問看護ステーションや介護支援専門員の自主組織
と行政の連携，介護老人保健施設における在宅療
養支援のしくみづくり，公立病院における高齢者
看護の教育プログラム開発等であり，いずれも先
進的な地域ケアのシステム化に関するものである.
修了者の自己評価から，日頃，看護管理者として
目前の課題をどちらかと言えば直感的に対処して
いる中で，修士研究では， 1年閉じっくり考えて
計画を立て，実践の意味を考えながら進めること
により，プロジェクトの過程で自分が何を考え，
行えばよいかを習得し，地域高齢者の看護システ
ム管理に対する効力感を高めていると考えられる.
臨床実践のキャリア開発-乳がん看護認定看護師
の役割-
阿部恭子(看護学部附属看護実践研究指導セン
ター 認定看護教育課程)
【乳がん看護認定看護師教育課程開設の経緯】
乳がん患者や乳がん医療を取り巻く社会から， 
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多様な場面で看護を提供でき，他専門職と連携を
取れる高度専門職業人としての乳がん看護のエキ
スパートが求められている. 2003年に日本がん看
護学会が母体となって申請した乳がん看護の分野
が認定看護分野に特定され，それを受けて2005年
に千葉大学看護学部が本教育課程を開設すること
となった.
【乳がん看護認定看護師に期待される能力] 
1.乳がんの集学的治療および治療に伴う副作用
に対する専門的ケアを計画実施できる.また，
治療継続に必要なセルフケア確立に向けた指導
ができる. 
2. リンパ浮腫の予防，症状緩和に向けての専門

的技術が提供できる.
 
3.乳がん患者の治療に伴うボディイメージの変
容，心理・社会的な問題に対する相談・支援が
できる. 
4.乳がんの治療に関する最新の知識を持ち，患

者の意思決定に必要な情報提供ができる.
 
5.再発の早期発見のために乳がん自己検診法を

理解し指導できる.
 
6.乳がん患者・家族の看護について，他の看護
職者に対し相談・指導を行うとともに，乳がん
の治療・ケアに携わる専門家(医師，専門看護
師・認定看護師)と連携し，効果的な支援がで
きる. 
7 .乳がん患者・家族の人権を擁護するために適
切な倫理的判断を行うことができる.
{教育プログラムの概要と特色】
平成18年度の定員は30名で， 10月から来年 3月
までの 6ヶ月間の教育プログラムである.内容は，
共通基礎科目 (120時間)，専門基礎科目 (105時
間)，専門科目 (150時間)，総合演習 (30時間)， 
臨地実習 (225時間:5週間)の合計630時間となっ
ている.
本教育プログラムの特色は，①看護学部，大学
院，継続看護教育での教育経験豊かな本学の教員
から看護実践の基盤となる諸理論・概念を学ぶこ
と，②がん看護専門看護師，リエゾン精神専門看
護師から理論や概念の看護実践への応、用を学ぶこ
と，③乳癌専門医から最新の乳癌の診断・治療を
学ぶこと，④学内演習での乳癌体験者の協力を得
て実践的なケア技術を修得すること，などである.
[乳がん看護における様々な看護師の連携】
乳がん患者のケアに携わる看護師としては，外
来看護師，病棟看護師，がん化学療法看護認定看
護師，がん性廃痛看護認定看護師，ホスピスケア
認定看護師，がん看護専門看護師などがあげられ
る.乳がん患者の治療経過や療養環境の変化に合
わせて，それぞれの看護師が役割を果たしていく
ことが望ましい.特に，認定看護師は，各々の役
割の重なりを調整しながら患者・家族へのケアを
実践していくが，がん看護専門看護師による認定
看護師の役割調整・活動支援こそが期待される.
[乳がん看護認定看護師による乳がん医療向上へ
の潮流】
平成18年 8月に20名の乳がん看護認定看護師が
誕生した.乳がん看護認定看護師導入による乳が
ん医療の変化としては，①病棟看護師・外来看護
師のケアの向上のための取り組み，②一般外科医
の乳がん標準治療の導入，③医療者のチーム医療
への積極的な取り組み，④病院長の専門的な乳が
ん医療を行うための体制っくり，などの潮流がお
きつつある.
現在，乳がん看護認定看護師および看護管理者
を対象に，乳がん看護認定看護師の活動内容につ
いての調査を行っている.今後は，医療施設と協
力してアクションリサーチなどを行い，乳がん看
護認定看護師の活動拡大を支援していく.
公開講座の反省および今後の方向性 
1 .公開講座の分析
今年度は， Iキャリア開発Jをテーマに公開講
座を企画した.講義終了後，参加者に行ったアン
ケートでは，参加者64名のうち62名からの回答が
得られた(回収率96.9%). 
公開講座の情報源について伺ったところ，パン
フレットが37名 (56.7%)，上司が20名 (32.3%)
であった(複数回答).また，受講の決め手は，
テーマが50名(80.6%)，講義内容が38名(61.3%)， 
講師が12名 (19.4%)であった.また，講義内容
についての満足度 (4段階評価)では，各講義を 
71---89%の人が「満足」あるいは「少し満足」と
回答していた.昨年度の公開講座でも72---89%で
あり，ほぼ同じような満足度であった.また，公
開講座全般への感想 (4段階評価)として， Iそ
う思う」と「少しそう思う」を合計した結果は，
「公開講座全体の時間は適切であったj，I視野が
広がった」が62名 (100%)，I各講座の時間は適
切であったj，I配布資料はよく準備されていた」
が61名 (98.4%)，Iテーマは自分の関心にぴった
りであったj，I各講座の内容は適切であった」が 
59名 (95.2%)で，概ね公開講座は受講者の学習
ニーズに対応したものが提供できたのではないか
と思われる. 
2.公開講座全般についての感想 
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自由記載による感想では， 1今回は講座という
よりも，認定看護師や大学院のプログラムの説
明・紹介が主なように感じた.もっと，看護の継
続教育や卒後教育についての具体的な取り組みな
どの講座内容にして欲しかった.また，今回の公
開講座の目的を(募集の段階で)明示して欲しかっ
たj，1実際の認定看護師，専門看護師がいる病院
で，どんな課題があり，活用をしており，どんな
効果があったのかを知りたかったj，1あと 10数年，
どんな方向で看護師を行っていくかと思った時，
自己啓発するヒントがあればと参加させていただ
きました.やはり勉強不足が目立ち，一つずつ学
んでいこうと思いました」など講義内容全体につ
いての意見が多くあった.公開講座の運営に関し
ては， 11講義70分は長く，集中力が続かないj，
「休憩時間が 5分は短かったj，1席が決まってい
たので，空いている席など見っけなくて座れたの
でよかったj，1今回の公開講座全般のことではな
いのですが，春秋，年 2回位公開講座を開催して
いただけるとありがたい」などいろいろな意見が
寄せられた.今後の公開講座の運営の参考にして
いきたい.また，その他の意見として， 1千葉大
学看護学部で実践を大切に教育を展開しているこ
とが理解できました.同じ県内でありながら理解
不足であったと思います.スタッフへの働きかけ
に努めたいと思います」という意見もあった. 
3.公開講座で希望するテーマについて
今後，公開講座で希望するテ}マとしては，
「院内教育・人材育成j(新卒者を受け入れる医
療機関としての体制や離職者防止の教育につい
て)， 1看護師の活動の場の広がり j(海外での看
護師の職場環境やキャリアの積み方，看護師が病
院以外でどのように，また，どのような場で活動
の場を広げているか)， 1地域医療j，1がん看護j，
「コミュニケーション技術」など多岐にわたって
いる.管理職か非管理職か，また年代によっても
異なるため，今後，公開講座を企画するにあたっ
ては対象の職務内容や年齢などを明確にした上で，
企画内容を検討する必要がある. 
4.今後の方向性について
看護学部では，ここ数年，看護専門職者を対象
とした公開講座を実施してきた.看護職者の学習
ニードは高く，今後も看護職者を対象とした公開
講座を開催することが求められているといえる.
ただ，私達は看護学部における研究成果の一部を
公開講座という形で情報発信をしているのである
が，受講者からは， 1できれば，明日からでも現
場で実践可能な内容を期待していたのに……」と
いう意見もあり，看護学部が実施する公開講座は
どのような目的で，どのような内容の講義を行う
かなど公開講座の目的や内容を周知する必要があ
ると思われる. 
59-
